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総務文教委員長報告

市民厚生委員長報告

地 

域 

建 

設 

委 

員 

会

　
　
　
　
　

委
員
長　

野の

口ぐ
ち　

明あ
け

美み

　

今
期
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案

七
件
は
全
員
賛
成
で
可
決
・
承
認
さ

れ
た
。
「
春
日
市
消
防
団
員
の
定
員

及
び
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
」
は
、
消
防
団
の
充

実
を
図
り
、
一
層
の
地
域
防
災
力
の

向
上
に
資
す
る
た
め
、
本
部
付
の
団

員
を
十
人
増
員
し
、
広
報
活
動
等
を

強
化
す
る
も
の
で
あ
る
旨
の
説
明
を

受
け
た
。
委
員
か
ら
、
団
員
の
待
遇

や
女
性
団
員
の
募
集
・
活
用
な
ど
の

質
疑
が
出
さ
れ
、
団
員
の
待
遇
に
つ

い
て
は
各
分
団
と
十
分
な
協
議
を
行

い
、
募
集
は
男
女
を
問
わ
な
い
等
の

答
弁
を
受
け
、
全
員
賛
成
で
可
決
さ

れ
た
。

　
「
春
日
市
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
」
は
、
市
民
の
安
全
で
平

穏
な
生
活
を
確
保
し
、
春
日
市
に
お

け
る
社
会
経
済
活
動
の
健
全
な
発
展

を
図
る
た
め
、
暴
力
団
の
排
除
に
関

す
る
基
本
理
念
等
を
定
め
る
も
の
で
、

条
例
制
定
に
向
け
て
の
過
程
や
条
例

案
の
提
出
時
期
、
条
例
案
中
の
事
業

者
の
位
置
付
け
な
ど
に
つ
い
て
質
疑

応
答
が
な
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
可
決

さ
れ
た
。「
平
成
二
十
二
年
度
春
日
市

下
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て
」

い
て
」
は
、
反
対
討
論
と
し
て
、
二

世
以
下
の
永
住
者
は
日
本
で
生
ま
れ

育
ち
、
そ
の
生
活
実
態
は
日
本
人
と

変
わ
ら
な
い
。
地
方
の
住
民
と
し
て

税
金
を
納
め
、
地
域
の
様
々
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
永
住
外
国
人
に
対
し

て
は
、
地
位
向
上
の
た
め
に
一
定
の

条
件
の
下
に
地
方
参
政
権
を
認
め
る

べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、賛
成
討
論
と
し
て
、地
方
参

政
権
付
与
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
憲
法

第
十
五
条
を
改
正
し
た
後
に
議
論
す

る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
帰
化
に
よ

る
国
籍
の
確
保
を
し
や
す
く
す
る
た

め
に
、
政
府
は
手
続
き
を
簡
略
化
す

る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
今
回
検
討

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
一
般
永
住
者
に

ま
で
範
囲
を
広
げ
る
べ
き
で
は
な
く
、

今
の
段
階
で
は
、
時
期
尚
早
と
考
え

る
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

で
は
、
災
害
に
伴
う
被
害
の
復
旧
の

困
難
性
や
財
政
的
見
地
か
ら
廃
止
す

る
旨
の
説
明
を
う
け
、
解
体
後
の
安

全
性
及
び
予
算
内
で
の
執
行
を
求
め

る
意
見
な
ど
が
出
さ
れ
た
。

市 

民 

厚 

生 

委 

員 

会

　
　
　
　
　

委
員
長　

塚つ
か
も
と本　

良よ
し
は
る治

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
十

二
件
に
つ
い
て
は
全
て
全
員
賛
成
で

可
決
し
、
請
願
一
件
に
つ
い
て
は
賛

成
多
数
で
採
択
し
ま
し
た
。

　
「
平
成
二
十
二
年
度
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
」は
、

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
向
上
に
む

け
て
最
大
限
努
力
し
て
い
た
だ
く
よ

う
要
望
し
ま
し
た
。

　
「
永
住
外
国
人
へ
の
地
方
参
政
権
付

与
の
法
制
化
に
反
対
す
る
請
願
に
つ

総 

務 

文 

教 

委 

員 

会

　
　
　
　

委
員
長　
　

長な
が

能の　

文ふ
み

代よ

　

三
月
定
例
会
に
付
託
さ
れ
た
一
○

議
案
は
全
員
賛
成
で
、
す
べ
て
可
決

さ
れ
た
。

　

平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
七
号
）
で
は
、
奴
国
展
示

館
用
途
変
更
設
計
や
、
中
学
校
校
内

Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
工
事
請
負
費
の
大
幅
な

減
額
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
、
当

初
予
算
額
が
過
大
で
は
な
か
っ
た
の

か
。
今
後
は
実
情
に
見
合
っ
た
予
算

化
を
行
っ
て
ほ
し
い
。
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
「
個
人
情
報
保
護
条
例
の

一
部
改
正
」
に
つ
い
て
は
、
情
報
機

器
か
ら
の
外
部
提
供
禁
止
や
開
示
請

求
の
補
正
・
却
下
な
ど
の
改
正
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
制
定
当
初
か
ら

整
備
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

と
の
質
疑
が
出
さ
れ
、ご
指
摘
の
通
り

だ
が
、
外
部
提
供
さ
れ
て
い
る
住
民

記
録
等
は
、
従
前
か
ら
十
分
な
個
人

情
報
保
護
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
行
っ

て
い
る
。
と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　
「
市
職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
」
で
は
、

人
員
配
置
の
精
選
や
代
休
時
間
の
確

保
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
「
野
外
活
動
場
設
置
条
例
の
廃
止
」

視点・論点視点・論点 ３月定例会

３月定例会において、各常任委員会で議論となったものを各委員長がまとめたものです。
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地域建設委員会現地調査

予算審査特別委員会

は
、
当
初
予
算
に
関
す
る
説
明
書
の

節
別
明
細
表
を
中
心
に
慎
重
に
審
査

を
行
い
、
下
水
道
の
未
接
続
世
帯
へ

の
水
洗
化
促
進
等
で
使
用
料
収
入
を

確
保
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
出
さ

れ
、
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
た
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長　

前ま
え

田だ　

俊と
し

雄お

　

平
成
二
十
二
年
度
一
般
会
計
の
歳

入
歳
出
、
そ
れ
ぞ
れ
の
総
額
は
、
二

七
六
億
三
、
一
七
九
万
七
千
円
で
、

対
前
年
度
当
初
比
、
十
八
億
四
、
○

六
○
万
二
千
円
の
増
額
、
率
に
し
て

七
・
一
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
入
関
係
で
は
、
税
収
が
引
き
続

き
落
ち
込
む
中
で
の
、
前
年
度
を
上

回
る
予
算
総
額
に
対
し
、
そ
の
裏
付

け
と
な
る
歳
入
に
関
心
が
集
ま
り
、

根
幹
を
な
す
市
税
は
、
対
前
年
度
当

議決結果（賛否が分かれた案件） ※その他の案件については全員賛成で可決されました。

平成22年第１回（３月）定例会

件　　　　　　　　　　名

創　政　会 公　明　党 近未来21 薫　風 日本共産党 衆政会
議
決
結
果

竹
下　

尚
志

友
廣　

英
司

柴
田　

英
明

與
國　
　

洋

坂
本　

靖
男

松
尾　

嘉
三

岩
切　

幹
嘉

吉
村　

敦
子

前
田　

俊
雄

野
口　

明
美

金
堂　

清
之

大
久
保
妙
子

武
末　

哲
治

藤
井　

俊
雄

近
藤　

幸
恵

村
山　

正
美

長
能　

文
代

五
藤　

源
寿

塚
本　

良
治

平成22年度春日市一般会計予算
について ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ● ● ●○ ●○ 原 案

可 決
平成22年度春日市後期高齢者医
療事業特別会計予算について ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ● ● ●○ ●○ 原 案

可 決
永住外国人への地方参政権付与の
法制化に反対する請願について ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ● ● ● ● ●○ ● ●○ ●○ ●○ ● ● ●○ ●○ 採 択

永住外国人への地方参政権付与の
法制化に反対する意見書について ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ●○ ● ● ● ● ●○ ● ●○ ●○ ●○ ● ● ●○ ●○ 原 案

可 決

※各会派の所属議員の党派は次のとおり
▪創政会〔無所属⑦〕　▪公明党〔公明党④〕　▪近未来２１〔無所属③〕
▪薫　風〔無所属②〕　▪日本共産党〔日本共産党②〕　▪衆政会〔無所属②〕

（原案について　◯賛成　　●反対）
※松尾浩孝議員(創政会)は議長職のため、
　表決権はありません。

　
　

一
日 

本
会
議（
議
案
の
上
程
、提
案
理
由
の
説
明
）

　
　

二
日 

休
会（
議
案
の
考
案
）

　
　

三
日 

休
会（
議
案
の
考
案
）

　
　

四
日 

本
会
議（
議
案
質
疑
、委
員
会
付
託
）

　
　
　
　

 

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

五
日 

各
常
任
委
員
会（
議
案
審
査
）

　
　

六
日 

休
会（
閉
庁
）

　
　

七
日 

休
会（
閉
庁
）

　
　

八
日 

各
常
任
委
員
会（
議
案
審
査
）

　
　

九
日 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

 

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　
　
　

 

議
会
運
営
委
員
会

　
　

十
日 

本
会
議（
補
正
予
算
採
決
）

　
　
　
　

 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　

十
一
日 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　

十
二
日 

各
常
任
委
員
会（
議
案
審
査
）

　

十
三
日 

休
会（
閉
庁
）

　

十
四
日 

休
会（
閉
庁
）

　

十
五
日 

休
会

　

十
六
日 

本
会
議（
一
般
質
問
）

　

十
七
日 

本
会
議（
一
般
質
問
）

　

十
八
日 

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　

十
九
日 

各
常
任
委
員
会（
議
案
採
決
）

　

二
十
日 

休
会（
閉
庁
）

二
十
一
日 

休
会（
閉
庁
）

二
十
二
日 

休
会（
閉
庁
）

二
十
三
日 

予
算
審
査
特
別
委
員
会（
議
案
採
決
）

二
十
四
日 

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

 

各
常
任
委
員
会（
閉
会
中
の
調
査
事
件
の
調
整
等
）

二
十
五
日 

本
会
議（
委
員
長
報
告
、質
疑
、討
論
、採
決
）

三
月
定
例
会　

会
期
日
程

初
比
で
七
、
五
六
一
万
五
千
円
の
減

額
、
国
税
か
ら
の
配
分
と
な
る
普
通

地
方
交
付
税
と
特
別
交
付
税
を
合
計

し
た
地
方
交
付
税
は
、
対
前
年
度
当

初
比
で
三
億
二
、
九
五
三
万
七
千
円

の
増
額
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
臨

時
財
政
対
策
債
が
、
対
前
年
度
当
初

比
二
九
・
八
％
増
の
十
七
億
二
、三
四

○
万
円
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て
、
後
年

度
に
お
け
る
償
還
額
に
対
す
る
国
の

措
置
が
議
論
と
な
っ
た
。
ま
た
、
他

の
歳
入
科
目
に
お
い
て
も
細
部
に
わ

た
っ
て
質
疑
、
意
見
が
出
さ
れ
た
。

歳
出
関
係
で
議
論
が
集
中
し
た
の
が
、

奴
国
展
示
館
用
途
変
更
工
事
、
問
題

を
抱
え
る
子
ど
も
等
の
自
立
支
援
事

業
、つ
ど
い
の
広
場
事
業
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
、狭
あ
い
道
路
整
備
事
業
費
、

地
区
公
民
館
等
維
持
補
修
費
に
つ
い

て
の
質
疑
、
意
見
が
出
さ
れ
た
。


